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第6期科学技術・イノベーション基本計画（令和3年3月26日閣議決定）（抜粋）

２．知のフロンティアを開拓し価値創造の源泉となる研究力の強化
（1）多様で卓越した研究を生み出す環境の再構築
（c）具体的な取り組み
④ 基礎研究・学術研究の振興

〇我が国の研究⼒を多⾓的に分析・評価するため、researchmap等を活⽤しつつ
効率的に研究者に関する多様な情報を把握・解析する。
さらに、海外動向も踏まえ、従来の論⽂数や被引⽤度といったものに加えて、
イノベーションの創出、新領域開拓、多様性への貢献等、新たな指標の開発を
2022年中に⾏い、その⾼度化と継続的なモニタリングを実施する。

（1）多様で卓越した研究を生み出す環境の再構築
（a） 現状認識
（中略）我が国の研究力については、論文数などに関し、諸外国と⽐較して、相対的・長期的に、地位が低下してき
ている。
また、論⽂の質と関係する被引⽤数Top10％補正論⽂数ランキングが⼤きく落ち込んでおり、研究分野別に⾒て
も全ての分野でランキングを落としている。（中略）
論⽂など定量的に把握しやすい指標のみをもって研究⼒を⼀⾯的に判断すべきではないが、このような状況は深刻
に受け⽌めるべきである。
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第6期科学技術・イノベーション基本計画
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第6期科学技術・イノベーション基本計画と指標
 第6期科学技術・イノベーション基本計画においては、その策定時に、各計画のロジックチャートと

119項目に及ぶ指標が設定されている。

出典）内閣府．“第6期科学技術・イノベーション基本計画のロジックチャートと指標”．https://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/6chart.pdf，（参照 2023-10-27）



第6期科学技術・イノベーション基本計画と指標

6出典）内閣府．“第6期科学技術・イノベーション基本計画のロジックチャートと指標”．https://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/6chart.pdf，（参照 2023-10-27）
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第6期科学技術・イノベーション基本計画と指標

出典）内閣府．“第6期科学技術・イノベーション基本計画のロジックチャートと指標”．https://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/6chart.pdf，（参照 2023-10-27）
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第6期科学技術・イノベーション基本計画と指標

出典）内閣府．“第6期科学技術・イノベーション基本計画のロジックチャートと指標”．https://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/6chart.pdf，（参照 2023-10-27）
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第6期科学技術・イノベーション基本計画と指標

出典）内閣府．“第6期科学技術・イノベーション基本計画のロジックチャートと指標”．https://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/6chart.pdf，（参照 2023-10-27）



10出典）内閣府．“第6期科学技術・イノベーション基本計画のロジックチャートと指標”．https://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/6chart.pdf，（参照 2023-10-27）

 同基本計画の指標について、さらに検討を行うべき9つの指標が整理されており、本WGにおける
テーマである「研究力の多角的な分析・評価」はそのうちの6番目に位置づけられる。

第6期科学技術・イノベーション基本計画と指標



11

目次

1.第6期科学技術・イノベーション基本計画と指標

2.海外における研究力の指標事例

3.研究力の多角的な分析・評価に向けた新たな指標の検討

4.各種指標・数値等



12

海外における研究力の指標事例
Science & Engineering Indicators（米国）

掲載されている指標

The State of U.S. Science and Engineering 2020

• 米国及び世界の科学工学(S&E)活動に関する定量的情報を提供する。

• テーマ別または注目事項の詳細なレポート、州データツールで構成され、2年ごとに大統領と議会に提出される議会報告書である。

出典）文部科学省 科学技術・学術政策研究所、日米独における科学技術指標の変遷、2022年10月 より抜粋



13

海外における研究力の指標事例

出典）内閣府,第５期科学技術基本計画レビュー より加工

• Horizonは、EUが行っている研究・イノベーションの枠組みプログラム。現在、Horizon2020（2014－2020）の後継と
なるHorizon2027（2021－2027）について、評価枠組みについては検討が進められている。現時点の案では、27の
インディケーターを、合計で9つのストーリーラインに基づいて設定する方向が示されている。

• これらのストーリーラインは、Horizon2020の評価が、各プログラムのもたらす様々なインパクトの評価が足りなかったとの反
省に基づいて、科学的インパクト、社会的インパクト、経済的インパクトの3分野に分けられるが、全体にインパクトを重視し
たものになるよう計画されている。また、評価は短期・中期・長期に分けたものとされる見込み。

Horizon Europe（EU）

出 典 ） E U ,  A  N E W  H O R I Z O N  F O R  E U R O P E  - I m p a c t  A s s e s s m e n t  o f  t h e  9 t h  E U  F r a m e w o r k  
P r o g r a m m e f o r  R e s e a r c h  a n d  I n n o v a t i o n

出典）国立研究開発法人科学技術振興機構研究開発戦略センター．“海外調査報告書 EUの研究・イノベーション枠組みプログラム Horizon Europe”．2021，
https://www.jst.go.jp/crds/pdf/2021/OR/CRDS-FY2021-OR-02.pdf，（参照 2023-10-18）.
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海外における研究力の指標事例

• REFは、英国の高等教育機関（大学）における研究評価のためのシステム。
• 国単位ではなく、大学間で研究力を比較するために用いられる。

• REFでは、4つのメインパネルの下に34のunits of assessment (UOAs) が設けられており、審査はこの
分野 (UOA) ごとに、専門家パネルによって行われる。専門家パネルには、経験豊富な研究者、国外の研
究者、研究成果の利用者が含まれる。

• 審査は、Outputs、Impact、Environmentの3点について行われる。

Research Excellence Framework: REF（英国）

【目的】
研究への公的資金の配分に関する根拠
大学が戦略的意思決定を行う際に役立つ情報の提供
研究者や大学院生に向けたアピール など

 Outputs: 研究の成果として
出版されたり、一般に公開されたりする
様々な形態のもの（書籍、特許、
パフォーマンス、ジャーナル記事、など）

 Impact： 各研究が、経済、社会、
文化、公共政策やサービス、健康、
環境、生活の質などに対し、
学問分野の枠を超えて波及した影響

 Environment： 研究を支援し
インパクトをもたらすための環境

出典）REF (Research Excellence Framework) 2021, https://www.ref.ac.uk/ [閲覧日：2023年10月26日]



15

• 各大学から、分野ごとに一定の割合でimpact case studyを提出

1. 要旨
2. 研究の基礎
3. 引用文献
4. impactの詳細
5. impactを裏付ける根拠

・提出書類の作成にかかる時間
および経費の問題

（各大学での専門スタッフの雇用等）

・ピアレビューにかかる人員の確保
および時間的負担

↓
・各大学／研究者の協力が不可欠

海外における研究力の指標事例

 同分野の研究者によってピアレビュー
→ unclassified, 1～4 star で評価

 A4用紙4枚に記述

 提出したimpact case studyの報告書はREFのHPに掲載

出典）REF (Research Excellence Framework) 2021, https://www.ref.ac.uk/ [閲覧日：2023年10月26日]

REFにおける ❝impact❞ の評価フロー
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研究力の多角的な分析・評価に向けた新たな指標の検討

研究力
イノベーション力

論文を使う指標

特許 商標
サイエンス
リンケージ

論文数

トップ〇％論文

厚み指標 産学共同研究
市場占有率

競争力

技術指導

h5-index

国際共著

プロシーディングス

書籍

プレプリント

研究データ

研究時間

メディアへの露出

国際的な賞

インプット アウトカムアウトプット

研究者数

サイエンスマップ領域数

※上記の整理（イメージ）は「総合科学技術・イノベーション会議 木曜会合 （R2.10.22）」の資料を基に、研究力を多角的に
分析・評価する指標候補の検討用に整理したもの。研究評価に関する国際的な動向を踏まえて、インパクトファクターは対象外とした。

国民の認識

日本語論文数

FTE換算研究者数

社会の反響

※基本計画第2章１（１）
～（６）等の指標参照

※基本計画第2章１
（４）等の指標参照

 研究力を評価する指標項目には多様な考え方が存在する。



Top10 %
論文数、
論文数、
及び割合

サイエンスマップへの
参画数・割合

特許に引用される
論文数

3つの新たな指標群

 第6期科学技術・イノベーション基本計画に基づき、論⽂など定量的に把握しやすい指標のみをもって研究⼒を⼀⾯的に
判断すべきではなく、多面的に分析・評価する3つの新たな指標群の開発・検討を行った。

 政府が働きかけられる対象は、主に研究環境指標群であり、ここが改善されることを経て、科学研究指標群が上がり、それ
が更にイノベーション創造関連指群につながっていくという関係性を整理した。

研究力を多角的に分析・評価するための、3つの新たな指標群

科学研究指標

イノベーション創造関連指標

真理を探究、基本原理を解明し、卓越した成果を生み出す

イノベーション指向の独創的な新技術を創出する

新たな指標候補として収集分析対象とする指標

厚み プロシーディング

プレプリント 日本語論文

論文の質的評価
（新規性）

国際的な賞

国民の意識

研究時間・研究者数

サイエンスリンケージ

ダイバーシティ

研究環境指標 新領域を開拓、多様な研究を遂行する

研究者の意識

研究者の意識 国際頭脳循環

産学官連携

出典）内閣府 総合科学技術・イノベーション会議 木曜会合R4.12.8 より加工 18
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3つの新たな指標群の関係性とモニタリングの考え方

 3つの新たな指標群から読み取る観点は、「学術的に高度な研究を行う力」と「研究で生まれた技術を社
会実装する力」が日本という国単位でどう推移しているのか、という点を想定している。

 個別の研究機関は本モニタリング結果の分析対象ではなく、あくまで国単位が分析対象となる。
計測した指標群に基づき、現在の日本の研究・イノベーションに関する実力や研究環境の現状を分析
して、これを契機として関連する政策立案に繋げる。

 分析方法の選定に当たっては、定量的な分析のみならず、定性的な分析が非常に重要となる
（「研究評価に関するサンフランシスコ宣言」など）。
 モニタリングする指標群や分析方法は固定ではなく、より良い考え方を随時取り入れていく。

学術的に高度な研究を行う力

研究で生まれた技術を社会実装する力

科学研究指標 研究環境指標

イノベーション
創造関連指標

波及

波
及

政府

研究環境改善に
関する施策等

イノベーション創出促進
に向けた制度設計等

Top10%論文数等 研究時間、研究経費等

大学発ベンチャー数等

モニタリング

モニタリング

•各種指標のモニタリング結果に基づく問題
の深堀・仮説検証・政策立案などを実施。

•モニタリング結果の取り扱い方法としては、
定性・定量分析／合成指数による分析／
参考情報としての利用、あるいはその組み
合わせなど、取捨選択を想定。

出典）内閣府 総合科学技術・イノベーション会議 木曜会合R4.12.8 より加工
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科学研究指標の考え方（案）

文献種別 指標の考え方（量／質／厚みは[1]を参考にラベリング）
[1] 小泉, 調, 鳥谷, “大学の研究力を総合的に把握する「量」、「質」、「厚み」に関する５つの指標と、新しい国際ベンチマーク手法の提案,” STI Horizon, Vol.7, No.1

論文
(Article, Review等)

プロシーディング
（国際会議）

特定領域では論文より国際会議のプロシーディングが重要なケースがある。そこで試行的に特定領域を対象として、その分野のトップカンファレンスを抽出して発表件
数のシェアを分析する。今回は学際的な領域が広がり国際会議での報告が主流であるAI領域を対象とし、NISTEP報告書を参考として、AI領域全般を取り扱う
AAAI（Association for the Advancement of Artificial Intelligence）が主催する国際会議を分析する（次ページに分析例）。今後、分析対象とすべ
き領域の調査・拡大を進めて各領域について評価を行う。

プレプリント

プレプリントの品質の考え方について様々な議論が続いており、現時点で質・厚みの観点としては本検討のスコープ外とする。また量的な観点では、プレプリントは投稿
後に査読付き国際会議／論文誌に投稿される場合も多く、論文数や国際会議の発表件数とのリンクが想定される。国別投稿数などのデータ取得の問題もあり、当
面は論文数等を使用することとしたい。なお、NISTEPではプレプリントの動向に関連する調査を実施しており、分野を問わずプレプリントの利活用が進んでいること、
情報学のようなプレプリントを主体とするコミュニティの存在や、COVID-19など緊急性のあるトピックに関してプレプリント分析の即時有効性が確認されており、継続
的に検討を進める。

日本語論文
内閣府内で調整中（日本語論文を含めた分析に着手）
総合知の構築に向けて重要な人文・社会科学系の論文については、 日本語論文・著作が多いことから、日本語論文を含めた分析に着手。分析方法は上の「論
文」の内容を参考とする。

総
論
文
数
（
量
）

総
論
文
数
の
国
際
シ
ェ
ア
（
量
）

■被引用数指標
総論文数に占める被引用数Top10％補正論文数の割合(質)
被引用数Top10%補正論文数（厚み）
被引用数Top10%補正論文数の国際シェア（厚み）
■非被引用数指標
Nature Index (share/count)（質）

緑字：「第6期科学技術・イノベーション基本計画」に記載がある指標 赤字：今回新しく提案する指標

留意事項
• 新規性指標は今回の検討では除外（指標に関する調査の結果、今回の目的に合致する指標は見つからず）。
• 質の指標について、分野依存性を考慮するFWCIの導入を検討したが、第6期科学技術・イノベーション基本計画内で、被引用数Top10%補正論文数（分野を考慮）やその総論文

数に対する割合を算出しており、質的な指標として機能していることから、今回の検討では保留。
• 厚み指標について、h-indexの導入を検討したが、元々研究者単位の指標であり、分野依存性が大きく国単位では簡易に算出できず、今回の検討では保留。[1]を参考にして被引用

数Top10%補正論文数を厚み指標として利用。

文献種別（論文等）をベースとして、量／質／厚みの観点を考慮して指標化

分
野
Ａ

分
野
Ｂ

分
野
Ｃ

・・・

分野

論
文
数

注目度が高い論文群

NISTEP 「科学技術指標」・「科学研究のベンチマーキング」・「サイエンスマップ」を活用。
Nature Indexは以下のURIを参照（https://www.nature.com/nature-index/）

国際的に注目される研究領域（サイエンスマップ）への参画数、参画割合

※上図は概念図。実際には分野ごとに論文数は異なる

出典）内閣府 総合科学技術・イノベーション会議 木曜会合R4.12.8 より加工
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プロシーディングの分析例
AI全般を対象とするトップカンファレンスAAAIの発表件数と国際シェアを以下に示す。国際シェアは各国の相対
的なプレゼンスを示す値の一種であり、あくまで参考値であるが、本分野の科学研究に関する実力値の一つと想
定できる可能性がある。そこで日本の国際シェアの試行的なモニタリングを考えることとしたい。

出典）文部科学省 科学技術・学術政策研究所、第14回政策研究レビューセミナー「国際的な人工知能学会及びロボット学会における日本の発表状況の推移（2022年2月）」を基に、内閣府が加工・作成。
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研究者数

• 研究者数（日本全体）、 大学・公的機関の研究者数（博士課程在学者を含む）、 企業の研究者数（「NISTEP 科学技術指標」を活用）

• 若手研究者
• 若手研究者（40 歳未満の大学本務教員）の数と全体に占める割合
• 第3期中期目標期間の重点支援③大学における、35～39歳の大学本務教員数に占める任期なし及びテニュアトラック教員の割合

※第4期中期目標期間から重点支援③の位置づけが無くなったため、今後の大学の指定方法は別途検討が必要。

• 研究者のダイバーシティ（外国人比、男女比 ※大学本務教員：教授、准教授、講師、助教）
• 大学本務教員に占める外国人教員の割合（「文科省学校基本調査」を活用）、大学本務教員に占める女性教員の割合

• 研究支援者数（「NISTEP 科学技術指標」を活用）

• 博士号取得者数（「NISTEP 科学技術指標」を活用）、人口当たりの博士号取得者数

研究時間 • 大学教員の研究活動・事務活動等の割合（FTE換算係数、年齢別、「文科省 大学等におけるフルタイム換算データに関する調査」を活用）

給与 • 国立大学法人等の職員(教員、事務・技術職員等)の平均年間給与（「文科省独立行政法人、国立大学法人等及び特殊法人の役員の報酬等
及び職員の給与の水準」を活用）

国際化
• 海外への派遣研究者数、海外からの受け入れ研究者数（「文科省 国際研究交流の概況」を活用）
• 国際共著論文数（「NISTEP 科学技術指標」を活用）

研究者の意識 • 研究者の意識（「NISTEP 定点調査」を活用 ※5年毎に対象者の区分や母集団に変更があることに注意が必要）

国民の意識 • 国民の科学技術に対する意識（「NISTEP 科学技術に関する国民意識調査」を活用）

緑字：「第6期科学技術・イノベーション基本計画」に記載がある指標 赤字：今回新しく加える指標

・・・ 研究開発費
• 官民の研究開発費総額（絶対値、対ＧＤＰ比）、科学技術関係予算
• 国立大学・国研等の経常収益・経常費用

研究設備 • 大学等の研究設備・機器の共用化の割合（「内閣府 産学連携活動マ
ネジメントに関する調査」を活用）

研究者

研究者に関する指標

研究開発費・設備に関する指標

研究者・国民の意識に関する指標

予算・設備

研究環境指標の考え方（案）
研究環境は広範な意味合いを含むため、「研究者」・「予算・設備」・「研究への意識」に分解して指標化

※大学等の研究環境をベースとしつつ、企業等に関する情報が取得できる項目は、該当情報を取得

予算・設備
の確保

研究への意識

留意事項
• 国際的な賞は、業績から受賞までのタイムラグが長い等の問題があり、今回の検討では保留。



第1G 第2G 第3G 第4G 理学
工学・農

学
保健 男性 女性 大企業

中小企業・
大学発ベン

チャー

Q201: 研究基盤の
状況

5.0 5.4 5.3 4.9 4.5 5.1 5.0 5.0 5.0 5.0 4.9 4.6 5.0

Q201: 研究基盤の
状況

3.5 3.7 3.4 3.7 3.3 -

Q202: 基盤的経費
の確保

3.6 3.8 3.2 3.3 4.1 3.6 3.6 3.6 3.5 4.1 4.4 3.2 4.4

Q202: 基盤的経費
の確保

3.7 3.5 2.2 2.7 2.1 2.2

Q203: 競争的資金
等の確保

4.8 5.1 5.2 4.6 4.4 4.7 4.8 4.8 4.8 4.8 5.2 5.4 6.0

Q203: 競争的資金
等の確保

4.1 4.8 2.6 2.9 2.5 3.9

Q204: 研究時間を
確保するための取

組
2.8 3.2 2.8 2.5 2.6 2.9 2.7 2.8 2.7 2.8 3.2 3.1 3.3

Q204: 研究時間を
確保するための取

組
3.4 4.3 2.2 3.2 2.0 -

Q205: 研究マネジメ
ントの専門人材の

育成・確保
2.7 3.0 3.0 2.6 2.2 2.7 2.8 2.6 2.7 2.4 2.7 2.9 2.6

Q205: 研究マネジメ
ントの専門人材の

育成・確保
3.3 3.4 2.3 2.7 2.2 -

Q209: ICT技術に基
づく研究方法の変

革の進展
3.3 3.9 3.5 2.9 3.0 3.5 3.7 2.7 3.3 3.0 4.5 3.2 3.0

Q209: ICT技術に基
づく研究方法の変

革の進展
3.2 4.1 2.7 3.2 2.6 -

Q210: 研究交流や
教育等におけるリ

モート化
6.3 6.3 6.9 5.9 6.0 6.6 6.6 5.8 6.4 5.8 6.7 6.1 6.7

Q210: 研究交流や
教育等におけるリ

モート化
5.6 6.0 4.5 5.6 4.2 -

Q211: 研究データ・
研究成果を公開・共

有するための取組
5.3 5.5 5.5 4.9 5.3 5.5 5.4 5.0 5.3 5.3 5.5 4.8 5.3

Q211: 研究データ・
研究成果を公開・共

有するための取組
3.9 5.1 3.8 4.3 3.7 3.7

Q212: 公開・共有さ
れた研究データ・研

究成果の利活用
4.7 5.1 4.8 4.4 4.5 4.9 4.8 4.5 4.7 4.6 5.0 4.4 4.6

Q212: 公開・共有さ
れた研究データ・研

究成果の利活用
3.5 4.0 2.8 3.3 2.7 2.9

研究資
源

研究活
動の変

容

中分類

研究資
源

研究活
動の変

容

国研等の
自然科学
研究者

重点プロ
グラム研
究者*1

人社研究
者

国研等マ
ネジメン

ト層

企業

全体

企業タイプ別
俯瞰的な
視点を持

つ者
質問内容

大学マネ
ジメント

層
中分類質問内容

大学の自然科学研究者

全体

大学グループ別 大学部局分野別 大学性別
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研究者の意識（研究環境）
指標化の方針：全体の指数の状況を確認しつつ、指数の中で「不十分との強い認識」以下の指数に注目。
データの特徴 ：特に「研究時間を確保するための取組」・「研究マネジメントの専門人材の育成・確保」・

「ICT技術に基づく研究方法の変革の進展」に関する指数が低い。

出典）文部科学省 科学技術・学術政策研究所, 科学技術の状況に係る総合的意識調査（NISTEP定点調査2021）, NISTEP REPORT No.194, 2022年8月
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イノベーション創造関連指標の考え方（案）

大学等 民間企業等

市場
イノベーションを
起こす場

共同研究

特許出願 利用

スタート
アップ
企業

創業

論文教員
学生
※博士取得
者含む

関
係
性

緑字：「第6期科学技術・イノベーション基本
計画」に記載がある指標
赤字：今回新しく加える指標

大学等と民間企業との連携による市場でのイノベーション創造について、
共同研究・特許出願を通じた観点と、人的交流を通じた2種類の観点で指標化。

共同研究・特許出願等に関する指標

投稿

人的交流に関する指標

共同研究 ・大学等における民間企業との共同研究実施件数／研究資金受入額（「文
科省 大学等における産学連携等実施状況について」を活用）

特許 ・特許権実施等件数及び収入額（「文科省 大学等における産学連携等実施
状況について」を活用）

サイエンス
リンケージ

・特許に引用される論文数 ・シェア（「NISTEP 科学技術指標」を活用）
・論文を引用しているパテントファミリー数・シェア（「NISTEP 科学技術指標」
を活用）

地域貢献
・同一県内中小企業との共同研究・受託研究の件数・受入額、地方公共団体との共同
研究・受託研究の件数・受入額（「文科省大学等における産学連携等実施状況につい
て」を活用）

研究者の
意識

・研究者の意識（「NISTEP 定点調査」を活用） ※5年毎に対象者の区分
や母集団に変更があることに注意が必要）

就職 ・産業界による理工系博士号取得者の採用者数

創業 ・大学等ベンチャー数・IPO件数（「経産省 大学発ベンチャー
実態等調査」等を利用）

出典）内閣府 総合科学技術・イノベーション会議 木曜会合R4.12.8 より加工
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大学等と同一県内中小企業・地方公共団体との共同研究・受託研究の件数・受入額

指標化の方針 ：大学等と同一県内中小企業・地方公共団体との共同研究・受託研究の件数・受入額
を指標化。

データの特徴 ：中小企業との取組数・受入額共に増加傾向。2020年度の停滞はコロナの影響が
想定される。地方公共団体との取組は横ばいから微減の傾向。

出典）文部科学省 「大学等における産学連携等実施状況について」を基に、内閣府が加工・作成

※ 同一県内中小企業とは、大学等と契約した中小企業が同一都道府県内にある企業を指す。
また、大学等と契約した地方公共団体が同一都道府県内にある地方公共団体とは限らない。

※地方公共団体からの受託事業費等は計上されていない。
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